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本日付で、各学校に「学力定着状況たしかめテストの結果」が返却され、「分析支援ツール」も市町村
教育委員会から配付されたと思います。直ちに本ツールを用いて、自校の課題の明確化を図りましょう。
その際、問題冊子と見比べながら、自校の児童が「どこで」 「どのように」 「なぜ」間違えたのかを

きちんと把握した上で、県教委作成の資料を活用して、学校全体でつまずき解消に向けての取組を徹底
することが重要です。特に、依然として課題である「割合」の単元の授業改善も図っていきましょう。

【小学校】学力向上担当の方へ
平成２９年１月１１日 No.12

正答率（％） 無解答率（％）

県 全国 県 全国

46.6 71.9 8.8 8.2

学力調査のＢ問題には部分点は
ありません。必要な条件を全て
満たして解答しなければ正答に
なりませんが、多くの子どもたち
は、知識を活用する以前に、問題
に書かれている正答の条件を読み
取ることにつまずいていると言え
ます。

■初見の文章に対応できる力を付けましょう。

国語Ｂ問題

一つの教材を数時間かけて学習した後の単元末テストでは、ほとんどの児童が高得点を取ります。しか
し、学力調査等で初めて読む文章への対応に課題が見られます。初目の文章でも、授業で学んだ文の読み
取り方等を活用して、問題に臨むことができる力を付けることが大切です。
そのためには、問題文を読みながら、大切だと思われる箇所に線を引くなど、問題用紙に記入しても

よいことを指導し、習慣付けることも必要です。

■誤答と正答の間を埋め、正答へ導きましょう。

まず、問題文に目を通してから、問われていることを確認した上で、目的に応じた読み方で本文を読む
ことができる力を付けることが大切です。
そのためには、児童の誤答を基に「どこで」 「どのように」 「なぜ」 間違えたのかを、教師が明確に

示しながら学級全体で確認をし、何をどのように加筆・修正等をすれば正答になるかを解説することが
必要です。

■独りで解ききれる力を付けましょう。

学級全体で確認した問題を、独りで解ききれるかどうかを確認します。学習到達度確認テストやふりか
えりプリント等を活用しながら、適宜、定着ができているかどうかを確認します。このサイクルは、B
問題だけでなく、基礎基本の問題においても効果的な取組です。



割 合 Ｈ２８全国学力・学習状況調査Ｂ問題

正答率（％） 無解答率（％）

県 全国 県 全国

71.7 74.4 1.9 2.1

正答率（％） 無解答率（％）

県 全国 県 全国

44.5 50.9 5.7 5.7

経年的に苦手としている問題で、課題
が解消できていない単元です。

たしかめテスト５年生算数Ａ

正答率（％） 無解答率（％）

県 全国 県 全国

44.7 55.5 2.2 2.1

「割合」に関する学習は、小学校
１年生から始まっていることを
踏まえ、学校全体で組織的・継続
的な指導を行うことが重要です。
その際、全教職員で共通理解を図
る資料として活用してください！

問題文を読んでも、どれが
「もとにする量」で、どれが
「くらべる量」か、どれが
「割合」かが分からない・・。
だから、式を立てることが

できないし、図もかくことが
できない。
どうやったらできるように

なるのかなぁ・・・。

■問題文から
「数量関係を読み取り」
→「図」をかき、「量感」を実感し
→問題文を短い文章でまとめ
→「立式」して「答え」を出す

というステップを踏まえた授業を行うことが
大切です。

■「もとにする量」と「くらべる量」の色を単元を
通して統一し、それぞれのステップに応じた
指導の仕方を【理論編】と【実践編】を参考に
しながら系統性的な指導を行い、苦手意識の
克服に努めましょう。


